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南房総市社会福祉協議会広報紙

〒294-0813  千葉県南房総市谷向109-1　TEL（0470）29-3729／FAX（0470）36-2261
ホームページアドレス　http://www.shakyo-minamiboso.or.jp　

『てんだぁ』とは英語で「やさしさ」という意味です。
やむかい

花言葉：「集う喜び」
　　　　　　　　　

マトリカリア

　南房総市社協ボランティア連絡協議会の
メンバーが集い、「コロナ禍でもできる
活動をしよう！」と、より一層活動を
広げていくことを確認しました。
　また、昨年度から取り組んだ折り鶴
を囲んで写真を撮りました。

コロナ禍でもできる活動を広げよう！

この広報紙は、共同募金の配分金によって発行しています。

ＯＮＴＥＮＴＳ～主な内容～

○地域で取り組む健康づくり
　・ 介護予防のかたち
○令和３年度事業報告・決算報告
○令和４年度事業計画・予算
○ボランティアネット 和 ーク
○お知らせ
○善意の寄付・お知らせ

2P・3P
4P・５P
6P・7P
8P
9P
10P

Ｃ
木の枝にあしらった折り鶴
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仲間同士が集まり会話が弾みます

海岸をみんなで散歩

１，２！ みんなでラジオ体操！

今日はペタンクをやろう

こだわりの貝細工を制作中♪

今日も１日、頑張ろう

広 げ よ う ！

　新型コロナウイルス感染拡大で、今までの生活スタイルも変わり、外出や人との交流の機会が
減っています。家に閉じこもりがちになり、特に高齢者や障がいのある方では孤独や不安を感じ
たり、体力の衰えから転倒や認知症の進行などが心配されます。健康に気をつけて、元気に過ご
すことはとても大切です。
　そこで今回は、地域で行っている健康づくりや介護予防を目的とした様々な活動を紹介します。

　地域にはボランティアによる様々なサロンが開催されています。
　サロンでは、「誰かに会える」「誰かと話せる」場として交流の拠点
となり、健康づくりなどの体操、親しい仲間との会話や趣味を生かし
た手芸を楽しんだりと賑わいを見せ、孤独感の軽減と介護予防や認知
症予防につながっています。

　老人クラブは各地区で活動をしていますが、会員同士の交流や健康
づくり、地域とのつながりを目的に「軽スポーツ」や「歩け歩け運動」
に取り組んでいます。
　会員以外の方も参加されることもあり、地域の方々と楽しみながら
元気に過ごす取り組みが進められています。

地域で取り組む健康づくり・介護予防のかたち

生活支
援

コーデ
ィネー

ターが

レポー
トしま

す！

サロンで
交流

老人クラ
ブ

の
取組み
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　加齢や疾患によって心身の活力が低下し要介護になりやすい状態です。
　フレイルは健康と要介護の中間にある状態で、予防に取り組めば進行
を遅らせたり、健康な状態に戻したりすることができます。

③社会参加
 （趣味・ボランティア活動）
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　朝のラジオ体操や趣味を生かした仲間同士でグラウンドゴルフを楽しん
だりしています。活動を通して次の開催日を楽しみにすることで、外出の
機会も増え、友達との談話も弾みます。
　このような取り組みは健康寿命を延ばし、居場所づくりや見守りを拠点
とした介護予防につながっています。

ご近所・
趣味

仲間との
交流

※厚生労働省「食べて元気にフレイル予防」参照

フレイル予防は日々の習慣と結びついています。
栄養・運動・社会参加を見直すことで、
活力に満ちた日々を送りましょう。

フレイル
予防の
３つの柱

①栄養
 （食事の改善）

②運動
 （身体活動・運動）

食事は活力の源です。
バランスのとれた食事を

３食とりましょう。

筋トレやウォーキングで
筋力を維持しましょう。

趣味やボランティアなどで
外出しましょう。

はじめよう！  フレイル予防フレイル予防
フレイルとは？

皆さんも、ぜひ地域の活動に
参加してみてはいかがでしょうか

ホールポストを
狙ってソレ！

両手を伸ばしてストレッチ
朝のラジオ体
操は清々しい
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令和３年度　令和３年度　
南房総市社会福祉協議会南房総市社会福祉協議会 主 な 事 業 報 告主 な 事 業 報 告

　
◇車イス等の福祉機器の貸出…………  貸出件数 62 件
◇車イス・歩行器等を受け入れ整備し必要とする方に提供
　……………………………………………  譲受数  8  件
　……………………………………………  譲渡数 13 件

共同募金の推進
◇共同募金事業
　●市内の保育園と幼稚園へ絵本の贈呈 ………  14 園
　●歳末たすけあい運動 … 配分世帯（者）・施設471 件

ボランティア活動の支援
◇ボランティアセンターの運営
　●登録ボランティアグループ ………………  61 団体
　●登録ボランティア数 …………………  延べ 923 人
　●ボランティア団体への助成 ………………  48 団体
   ●災害ボランティアセンタースタッフ養成講座…18 人参加
　●生活支援担い手養成講座 ………………… 7 人参加
　●生活支援担い手フォローアップ講座……23 人参加

福祉教育の推進
◇小中学校、高校への福祉教育推進助成金の交付
　………… 小学校 (6 校 )、中学校 (6 校 )、高校 (1 校 )
◇学生福祉体験講座を開講
　福祉の心を育むため、ボランティア体験を実施
　…………………………………………………72 人参加
◇福祉ボランティアスクール … 市内中学生 22 人参加

各種資金の貸付
◇福祉資金貸付 （市社協）……………… 貸付件数 4 件
◇生活福祉資金貸付事業 （県社協）…… 貸付件数 8 件
　……………………………………  特例貸付件数 83 件

ふくしの相談
◇司法書士による無料法律相談  ………………… 39 件

施設管理
◇ちくら介護予防センターゆらり…  延べ利用件数  3,091 人

社協活動をたくさんの方々に知っていただくために
◇ホームページの運営
◇社協広報誌 「てんだぁ」の発行…年 3 回（７・11・3月）
◇第16回南房総市社会福祉大会の開催 …… 68人参加

高齢になっても安心して暮らせる地域に

◇ 70 歳以上のひとり暮らしの方へお届けするふれあい
　ランチサービス…………………延べ配布数 8,731 回
◇在宅介護をされている方へ紙おむつを年 4 回給付
    …………………………………  延べ給付件数 571 件
◇ふれあいの居場所づくり支援事業（お達者サロン）
　開催状況 24 ヶ所 利用者数 798 人 協力者数 628 人
◇生活援助サービス事業（みなみんおたすけサービス）
　●日常の家事を手伝い在宅生活を支援
　　（利用会員 5 人・協力会員 17 人・利用件数８件 )
◇コロナ対応買い物代行………………… 利用件数４件
◇高齢者・障害者の外出支援（交通空白地有償運送）
　●ボランティアによる移送サービス
　　（利用会員 136 人・協力会員 69 人）
　……………………………………　送迎件数 1,331 件
◇日常生活自立支援事業  
　●契約者数 18 人・現任支援員数 12 名
　　生活支援員が日常生活の財産管理や福祉サービス
　　�の利用援助をサポートし、安定した生活を援助し

ました。
◇生活困窮者自立相談支援事業
　●�新規相談 91 件・プラン作成 39 件・終結件数 11 件
　　専門の相談支援員が、個々の抱えている課題を関
　　係機関と連携を図りながら、自立に向けた支援を 
      しました。

地域のみなさまと共に
◇結婚 50 周年記念祝賀事業の開催
　金婚式をお迎えのご夫妻へ記念品を贈呈
　………………………………………………   79 組贈呈
◇市内 7 地区社会福祉協議会の運営支援
◇�市内７地区に設置した「ささえあいネットワーク南房

総」（協議体）で生活支援コーディネーターを中心に、
地域の福祉課題を協議し、課題を解決するための取り
組みを進めました。

◇火災、風水害等の被災者に応急援護資金の交付
　…………………………………… お見舞い世帯数 7 件
◇ひとり親家庭支援事業…………… 助成金交付 2 世帯

福祉車両・福祉機器の貸出とリサイクル
◇車イスにのったまま利用できる福祉車両の貸出
　…………………………………………貸出件数 738 件

　南房総市社会福祉協議会では、地域福祉活動計画（以下「あったかささえプラン」）の基本理念でもある「みんながつ
ながり支え合う　みんなにやさしいまちづくり」の実現に向け、地域の皆様をはじめ関係機関や福祉関係団体の参加と
協働のもと、下記の事業を実施しました。
　また、令和３年度は新型コロナウイルス感染症対策を行いながら人数制限やインターネットのオンラインを活用した新
たな方法を取り入れ事業を実施しました。
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皆様からの温かい気持ちが
福祉を支えています

令和 3 年度  社協会費のご報告とお礼
　新型コロナウイルス感染症拡大防止に関わる問題により社会生活や経済活動
に多大な影響を及ぼしている状況の中、皆様のご協力もあり貴重な会費をいた
だくことができました。
　ご協力いただいた会費は、事業計画により地域福祉・在宅福祉の充実・ボラ
ンティア育成等の事業に有効に役立たせていただきました。

令和 3 年度会費納入実績
会 費 の 種 類 金 　 　 　 額
一 般 会 費 12,297,798
賛 助 会 費 834,000
特 別 会 費 580,000
合 計 13,711,798

（単位：円）

(単位:円)
勧　定　科　目 決算額

サービス活動増減の部

収

益

会費収益 13,711,798
寄附金収益 1,088,776
経常経費補助金収益 90,933,011
受託金収益 33,392,144
事業収益 2,364,259
その他の収益 12,966,243
サービス活動収益計 (1) 154,456,231

費

用

人件費 114,246,814
事業費 19,815,171
事務費 4,748,871
配分金費用 5,140,000
共同募金配分金事業費 0
助成金費用 3,348,998
負担金費用 3,000
基金組入額 860,121
減価償却費 2,628,422
国庫補助金特別積立金取崩額 △ 268,576
その他の費用 0
サービス活動費用計 (2) 150,522,821

サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2) 増減差額 3,933,410
サービス活動外増減の部

収益
受取利息配当金収益費用 5,921
その他のサービス活動外収益 0
サービス活動外収益計 (4) 5,921

費用 サービス活動外費用計 (5) 2,310
サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 差額 3,611

経常増減差額 (7)=(3)+(6) 3,937,021
特別増減の部

収益 施設整備等寄附金収益 1,200,000
特別収益計 (8) 1,200,000

費用
固定資産売却損・処分損 90,002
国庫補助金等特別積立金積立額 1,200,000
特別費用計 (9) 1,290,002

特別増減差額 (10)=(8)-(9) △ 90,002
当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) 3,847,019
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額 (12) △1,725,267
当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 2,121,752
基本金取崩額 (14) 0
基金取崩額 (15) 4,033
その他の積立金取崩額 (16) 4,000,000
その他の積立金積立額 (17) 446
次期繰越活動増減差額 (18)=(13)+(14)+(15)+(16)-(17) 6,125,339

(単位:円)
勘　定　科　目 決算額

事業活動による収支

収　

入

会費収入 13,711,798
寄附金収入 1,088,776
経常経費補助金収入 90,933,011
受託金収入 33,392,144
貸付事業収入 132,000
事業収入 2,364,259
受取利息配当金収入 5,921
その他の収入 12,966,243
事業活動収入計 (1) 154,594,152

支

出

人件費支出 149,026,566
事業費支出 19,815,171
事務費支出 4,748,871
配分金支出 5,140,000
貸付事業支出 153,000
助成金支出 3,348,998
負担金支出 3,000
その他の支出 2,310
事業活動収入計 (2) 182,237,916

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) △ 27,643,764
施設整備等による収支

収入 施設整備等寄附金収入 1,200,000
　 施設整備等収入計 (4) 1,200,000

支出 固定資産取得支出 4,281,800
施設整備等支出計 (5) 4,281,800

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) △ 3,081,800
その他の活動による収支

収入

基金積立資産取崩収入 4,033
積立資金取崩収入 9,987,100
その他の活動による収入 29,788,290
その他の活動収入計 (7) 39,779,423

支出

基金積立資産支出 860,121
積立資産支出 1,353,446
その他の活動による支出 4,918,510
その他の活動支出計 (8) 7,132,077

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) 32,647,346
予備費支出 (10) 0
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) 1,921,782
前期末支払資金残高 (12) 26,074,420
当期末支払資金残高 (11)+(12) 27,996,202

令和 3 年度決算報告
資金収支計算書

（自）令和3年4月1日　（至）令和4年3月31日

貸借対照表　
資 産 の 部 負 債 の 部 純 資 産 の 部

流動資産 36,798,391 流動負債 17,046,553 基本金 8,000,000
固定資産 236,685,254 固定負債 95,487,920 基金　　 106,469,799

国保補助金等特別積立金 1,852,456
その他の積立金 38,501,578
次期繰越活動増減差額 6,125,339

資産の部合計 273,483,645 負債の部合計 112,534,473 純資産の部合計 160,949,172
負債及び純資産の部合計 273,483,645

令和4年3月31日現在 (単位:円)

事業活動計算書
（自）令和3年4月1日　（至）令和4年3月31日
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「withコロナ」「afterコロナ」を
見据えながら

創意工夫した地域福祉事業・活動を進めます！
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高
齢
者
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が
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あ
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日
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令和 4
年度
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つ
な
が
り
地
域
の
様
々
な
行
事
や
活
動
に
参
加

で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

住
民
相
互
の
さ
さ
え
あ
い
活
動
の
充
実
を
図
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
個
別
支
援
の
充
実
を

図
り
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
し
ま
す
。
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サ ー ビ ス 区 分 予 算 額 サ ー ビ ス 区 分 予 算 額
法人運営事業 １３４，３０２ 歳末たすけあい募金配分事業 ６，０２４
地域福祉活動推進事業 １３，３４４ 市受託事業 ３１，５４４
住民参加型在宅福祉サービス事業 ９，８０８ 県社協受託事業 ２，４６７
福祉活動支援事業 ８６８ 施設管理事業 １２，８４７
福祉資金貸付事業 ２，５９８
赤い羽根募金配分事業 ６，０９３

合　　　　計 ２１９，８９５

　

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
運
営

　
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　
●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

　
●
福
祉
体
験
出
前
講
座

　
●
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　
●
福
祉
作
文
募
集

　
●
絵
本
贈
呈
事
業

　
●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
災
害
義
援
金
の
募
集

　
●
寄
付
金
、
物
品
寄
付
の
受
領
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
協
力

　
●
使
用
済
み
切
手
、
ベ
ル
マ
ー
ク
等
の
収
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
の
支
援

福
祉
へ
の
理
解
を
広
め
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
す

令和4年度　南房総市社会福祉協議会予算

さ
さ
え
あ
い
活
動
の
資
金
や
物
資
を
募
集

　地域の皆様が主体である社協では、事業の自主性を高めるために社協会費や寄付金などの自主
資金の確保が必要となっています。南房総市社協では、住民の方々と共に地域福祉活動を実施する
意味でも、地域の皆様に会員としてご参加をお願いしています。
　皆様から寄せられたあたたかい気持ちによる会費は、地域の要望にそった福祉サービス事業を
進めていくための大切な資金となります。社会福祉協議会の活動をご理解いただき、一人でも多くの
方に会員としてご協力をお願いいたします。

振込先：口座記号番号　00180-8-554438　加入者名　社会福祉法人南房総市社会福祉協議会

～わたしたちの地域のために～ 社協会員加入のお願い

（単位：千円）〇法人全体合計　２19，895千円

会費納入につきましては郵便振込でも受け付けております。

一般会費 1 口 1,000円 区長会のご協力を得て各世帯にご協力をいただいています。
賛助会費 1 口 2,000円 社協事業にご賛同いただける個人の方にご協力をいただいています。

特別会費 1 口 5,000円 社協事業 ・ 地域福祉事業に特にご賛同していただける個人 ・ 企業の
皆様にご協力をいただいています。

施設団体 1 口 5,000円 社協事業にご賛同いただける福祉施設・団体様にご協力をいただいています。

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 57●

各
種
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
資
金
を
募
り
、
福
祉
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
校
と
連
携
し
地
域
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も

た
ち
へ
の
福
祉
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
を
広
げ
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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ち
ょ
っ
と
し
た
家
事
の
お
手
伝
い　
み
な
み
ん
・
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス

　
み
な
み
ん
・
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス
は
、

住
民
同
士
の
さ
さ
え
あ
い
活
動
と
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力
に
よ
る

会
員
制
の
有
償
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
生
活
の

ち
ょっ
と
し
た
お
手
伝
い
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
利
用
会
員
】

●�
65
歳
以
上
の
方
・
障
が
い
の
あ
る
方
で

日
常
生
活
で
支
援
や
援
助
が
必
要
な

方
。（
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
て
も

本
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。）

【
支
援
の
内
容
】

●�

買
い
物
代
行
・
お
部
屋
の
清
掃
・
ゴ
ミ

出
し
・
洗
濯
・
布
団
干
し
・
調
理
の
手

伝
い
・
電
球
交
換
・
話
し
相
手
等

【
協
力
会
員
募
集
】

●
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
に
理
解
が
あ
る
方
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
講
習
の

　
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
お
近
く
の

         　
　
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

みんなで脳トレーニングを体験

　
こ
ん
に
ち
は
！　

富
山
の
平
久
里
下
・
犬
掛
地
区
で
活
動
を
し
て
い
る
サ
ロ
ン

「
だ
ん
ら
ん
カ
フ
ェ
」
を
紹
介
し
ま
す
。
私
た
ち
は
地
域
の
方
々
が
気
軽
に
集
い

交
流
で
き
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
９
名
で
毎
月
第
３
木
曜
日
に
月
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
で
は
、
ウ
ク
レ
レ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
合
唱
や
健
康
体
操
な
ど
、
楽
し

ん
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

　
時
に
は
、
南
房
総
市
職
員
に
よ
る
『
救
急
医
療
情
報
カ
プ
セ
ル
』
の
説
明
や
、

ヤ
ク
ル
ト
の
出
前
授
業
『
お
な
か
元
気
教
室
』
な
ど
を
開
催
し
、
健
康
で
い
る

た
め
の
知
識
を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
で
、
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
楽
し
め
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
ま
だ
落
ち

着
い
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染

対
策
を
し
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
マ
ス
ク
を
外
し
て
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、『
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ

と
』
を
探
し
て
、
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

楽
し
い
企
画
で
健
康
づ
く
り

楽
し
い
企
画
で
健
康
づ
く
り

広がれ！
　
南
房
総
市
内
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
技
術
や
知
識
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
届
き
ま
し
た
、

活
動
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

だんらんカフェボランテ
ィア

連協

　
運
転
協
力
者（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）に
よ
り
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
方
の

通
院
や
買
い
物
な
ど
の
移
動
の
支
援
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
運
転
協
力
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を

　
募
集
し
て
い
ま
す

　�

事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
運
転

　
協
力
者（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
募
集
し
て

　
い
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
前
に
、
講
習
の

　
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
お
近
く
の

         　
　
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

○
利
用
対
象
者

　
南
房
総
市
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次
の

　
⑴
と
⑵
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

⑴�

介
護
保
険
の
要
介
護
者
・
要
支
援
者
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は

そ
の
他
高
齢
者
な
ど 

移
動
が
困
難
な
方

⑵
本
人
ま
た
は
同
居
さ
れ
て
い
る
方
が

　
自
家
用
車
を
所
有
し
て
い
な
い
方

○
利
用
で
き
る
エ
リ
ア

　
南
房
総
市
内
お
よ
び
安
房
地
域

○
利
用
料
金

　
距
離
運
賃
：
１
㎞
あ
た
り
30
円

　

時
間
料
金
：
当
初
30
分　

３
５
０
円
、　

　
以
降
15
分
毎
に
１
７
５
円

運
転
協
力
会
員
を
募
集
中
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
交
通
空
白
地
有
償
運
送
事
業
）

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 57●
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　今年めでたく結婚 50 年を迎えるご夫婦へ、こ
れからも寄り添いながら素敵な人生を歩んでいた
だきたいとの思いを込め、記念品を贈呈します。

【対象ご夫妻】
　昭和 47 年９月1日から昭和 48 年８月31日の間
に結婚され、市内にお住まいのご夫妻 （ともにご健
在であるご夫妻）。

【申込期間】
令和４年７月25日㈪から８月15日㈪まで
申込先／南房総市社会福祉協議会
　　　　各福祉サポートセンター

給
付
券
枚
数

訪問理髪サービス費用の訪問理髪サービス費用の
一部を助成します一部を助成します

　移動が困難な高齢の方や障がいのある方が、
訪問による理髪サービスを利用した際にかかる
費用の一部を助成します。

○対象者
　①要介護４・５の方
　②�身体障害者１・２級の方で下肢または体幹機能

障害のある方
　③上記と同等程度の障害により生活に制限が
　　あると認められる方
○助成の内容
　1 人 1 回 2,000 円の助成
　年間 8,000 円が限度 

　・訪問理髪サービス申請書
      (お住まいの地区の民生委員・児童委員の意見・名前が必要)
　・介護保険証または障害者手帳の写し

申込先／南房総市社会福祉協議会各福祉サポートセンター  

南房総市社会福祉協議会（本所）または、お近くの
福祉サポートセンターへ

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 57●

申 請 方 法

  4 月 ～  6 月の申請　給付券 4 枚まで
  7 月 ～  9 月の申請　給付券 3 枚まで
10 月 ～ 12 月の申請　給付券 2 枚まで
  1 月 ～   3 月の申請　給付券 1 枚まで

        

～司法書士が相談に応じます～

開設日 場　　　　所

7月21日㈭  とみうら元気倶楽部

8月18日㈭ ちくら介護予防センターゆらり

9月15日㈭  三芳農村環境改善センター

時間／午後１時～午後４時40分　

※��新型コロナウイルス感染症の動向により
　中止になる場合もあります。　

 29-3729

○事前予約申込：�前月の開催日翌日から電話にて予約を受け付
けます。

○定　　員：５人（相談はおひとりにつき 40 分まで）
○そ の 他：調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一
                     内容についての再度の相談は応じられません。
　　　　　　弁護士による相談は他の機関を紹介します。

無料法律相談

予約・問い合せ先：南房総市社会福祉協議会(本所）

お 知 ら せ

※�なお、本事業は今年度をもちまして終了とさせて
いただきます。

〈問い合せ先〉

金婚のご夫婦をお祝いします

※�クロスワードパズルの答えは最後のページに 
掲載してあります。

頭 の 体 操

A B C D

→よこのカギ
２：学生が行うクラブ活動のこと
５：小学生が背中に背負うかばん
６：水に浮くように作られている魚釣りの道具のひとつ
７：人間の別の言い方
９：マイクを通じて情報や連絡事項などを放送すること

■�たて・よこのカギを解いて
ABCD の文字を答えよう！

1 2 3 4

5 9

6

7 8

9
D

B

C A
クロスワード
パズルクイズを
やってみよう！

↓たてのカギ
 １：窓にはめ込む透明な板　
 ２：エネルギー代謝の源。グルコースとも呼ばれる
 ３：古い地層の中にある生物の痕

こんせき
跡。アンモナイトの○○○   

 ４：眼鏡の耳にかける部分　   
 ７：孵

ふ か
化して間もない鳥の赤ちゃん

 ８：栗やクルミなどの木の実を食べる動物
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善意の寄付

この寄付金は、本会福祉振興基金に積み立て、以後地域福祉向上のため有効に役立たせて
いただきます。ありがとうございました。

敬称略 / 令和４年３月～令和４年５月たくさんのまごころ
ありがとうございます。

松田九班互助会　　　　   ４，６０８円
富山消友会　　　　　　１４３，３８６円
白浜きらりゴルフ 　       ８０，０００円
アロマヨガサークル　　　２７，９３５円
匿名　（２件）　          　 ３１，１７２円

〔物品寄付〕　　
株式会社水越　　　　  　  いわしの缶詰
　　　　　　　　　　　　（２４個入×５０セット）
小林恭子　未使用切手・収入印紙・使用済み切手
匿名　（４件）　　　　　　  使用済み切手
　　　　　　　　　　　　  バスタオル等　                                

　南房総市に在住し、在宅で日常生活のほとんどに介護
を必要とする方に紙おむつを給付します。

○紙おむつ給付事業

○高齢者介護用品支給事業

給付月および申込期限
8 月給付の申込は  令和 4 年 7 月 13 日（水）まで
申込先／南房総市社会福祉協議会各福祉サポートセンター
問い合せ先／南房総市社会福祉協議会（本所）
　　　  または、 お近くの福祉サポートセンターへ　

対
象
者

・�1日中ベット上で過ごされ日常生活のほとんどに介助を要
する介護保険法で定められた要介護認定３・４・５の方

・身体障害者手帳（1・2 級）をお持ちの方。

・精神障害者保健福祉手帳（１・２・３級）および療育手帳
　（Ａ・Ｂ）をお持ちの方

品
目

　紙おむつ　　尿取りパット　　紙パンツ　　
※��１回あたり税込 5,000 円以内
　ただし要介護３の方は税込 2,500 円以内

提
出
書
類

①紙おむつ給付申請書
※�お住まいの地区の民生委員・児童委員の意見・名前・

印鑑が必要
②介護保険証または障害者手帳等の写し

対 
象 
者

・�65 歳以上で在宅の要介護認定４・５の方、介護している
ご家族

※�要介護高齢者の属する世帯全員の前年度分の市民税
が非課税であることが必要

品 

目
紙おむつ　尿取りパット　紙パンツ　　
※ 1 回あたり 25,000 円以内

提
出
書
類

①高齢者介護用品支給申請書
②介護保険証の写し
③購入希望先業者の見積書

紙おむつを支給します

みてみて
！

　

社会福祉法人 南房総市社会福祉協議会
◆本所　南房総市谷

やむかい
向 109-1

 29-3729　 36-2261
◆とみうら福祉サポートセンター　  33-4565
◆とみやま福祉サポートセンター     57-2926
◆みよし福祉サポートセンター　     36-2276
◆しらはま福祉サポートセンター     30-5122
◆ちくら福祉サポートセンター　　  44-3541
◆まるやま福祉サポートセンター     46-2200
◆わだ福祉サポートセンター 　       47-3390

ー 発行・編集 ー
（各種申込先）

    

第14回

　  ご意見をお待ちしています！
　広報紙「てんだぁ」に関するご意見やご感想をお待
ちしています。

＜応募方法＞
（１）はがき
　  ①�ご意見・ご感想　②住所　③氏名　④年齢
　　⑤電話番号
　　を記載の上、南房総市社会福祉協議会（本所）へ
　　ご送付ください。

（2）フォーム
      （https://forms.gle/Pkw2knDWfxfgDCc38）
       からアンケートにご回答ください。
＜応募締切＞
７月 25 日（月）消印有効
※個人情報はお寄せいただいた
　ご意見等の内容を確認する以外
　には使用いたしません。

【答え】 ツ ナ ガ リ

P9 クロスワードパズル1 2 3 4
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ガ ツブ
ラ
ス ウ
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ア ナ ウ ン ス

キ
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